
夏

目

漱
石
の

経
済
感

覚
（

そ

の

三
）

ーーー
漱
石
経
済
生
活
の
実
際
＇

�
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明
治
二
十
八
年
四
月、
夏
目
金
之
助
（
漱
石）
は
愛
媛
県
尋
常
中
学
校

（
通
称
松
山
中
学
校）
眠
託
教
貝
と
し
て、
親
友
正
岡
子
規
の
故
郷
松
山へ

赴
任
す
ろ。
こ
の
松
山
で
の
教
貝
生
活
が、
漱
石
に
と
っ
て
の
正
式
な
社
会

人
と
し
て
の
始
ま
り
で
あ
る。
そ
れ
以
前
の
漱
石
は、
明
治
二
十
六
年
七
月

帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
学
科
を、
本
科
第
二
器
目
の
学
士
と
し
て
卒
業
後、

ひ
き
続
き
大
学
院
に
入
り、
院
生
と
し
て
研
究
を
続
け
る
か
た
わ
ら、
同
年

十
月
か
ら
週
二
回、
東
京
高
等
師
範
学
校
英
語
餌
託
教
授
と
し
て
出
講、
年

俸
四
百
五
十
円
を
得
て
い
た。
こ
の
高
師
餌
託
教
授
と
し
て
の
生
活
は、
卒

菜
前
の
ア
ル
パ
イ
ト
生
活
程
不
安
定
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も、
一

万
で
は
大
学
の
寄
宿
舎
で
大
学
院
学
生
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら、、
や
は
り
完
全
な
社
会
人
と
言
う
に
は
中
途
半
端
な
生
活
で
あ
ろ。

そ
し
て、
そ
の
間
に
漱
石
は、
二
度
就
屈
運
動
に
失
敗
し
て
い
る。
そ
の

第一
は
卒
菜
の
年、
明
治
二
十
六
年
の
学
習
院
出
講
運
動
で
あ
り、
第
二
は

松
山
赴
任
の
三
ヶ
月
前、
明
治
二
十
八
年・

言月
の
英
字
新
聞
社
「
ジ
ャ
パ
ン

・
メ
ー
ル
」
の
記
者
志
願
で
あ
る。

第一
の
学
習
院
就
職
迎
動
は、・
立
花
銑
三
郎
（
漱
石
の
前
年
明
治
二
十
五

年
七
月
帝
大
哲
学
科
卒
業、
当
時
学
習
院
の
覗
託
教
授）
や、
村
田
祐
治
（

同
二
十
五
年
帝
大
英
文
科、
選
科
卒
業
の
同
窓一
年
先
鉗、
当
時
学
習
院
教

授）
を
通
し
て
行
わ
れ
た
が、
当
時
学
習
院
教
授
兼
幹
事
で、
庶
務
課
担
任

l.

の
エ
藷ー
記
の
推
す
重
見
周
吉
に
敗
れ、
漱
石
は
不
採
用
と
な
る。
重
見
問
一4

 

吉
は
明
治
二
十
四
年
米
国
エ
ー
ル
大
学
卒
業
の
帰
朝
者
で
あ
る
が、
こ
の
時
一

彼
は
明
治
二
十
六
年
九
月
七
日
付
で、
高
等
官
七
等
三
級
俸
の
教
授
に
任
命

さ
れ
て
い
る。
高
等
官
七
等
三
級
倍
は、
当
時
の
俸
給
令
に
よ
れ
ば、
年
俸

千
二
百
円
以
上
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が、
重
見
の
学
習
院
で
の
実
際
の
俸
給

は
年
俸
六
百
円
程
度
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
ろ。

漱
石
は
卒
業
当
時、
こ
の
学
習
院
だ
け
で
な
く、
母
校
の
第一
高
等
学
校

や、
東
京
高
等
師
範
学
校
に
向
け
て
も
迎
動
し
て
い
た。
ま
た、
先
路
狩
野

亨
吉
か
ら、
金
沢
第
四
高
等
学
校
へ
英
語
教
師
と
し
て
是
非
赴
任
し
て
ほ
し

（
註
1
)

い、
と
の
要
請
も
あ
っ
た。
が、
当
時
の
漱
石
は
東
京
を
廂
れ
る
気
持
ち
は

な
か
っ
た
ら
し
く、
学
習
院
不
採
用
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
か
ら
も
四
高
行
き
に

（
註
2
)

は
消
極
的
想
度
を
取
っ
て
い
る。
そ
し
て、
一
高
と
麻
師
の
両
方
か
ら、
ほ

越

智

悦

子



と
ん
ど
同
時
に
口
の
掛
っ
た
際
に 、

彼
は
ど
ち
ら
へ
も
曖
味
な
返
事
を
し
た

た
め

、

事
態
を
紛
糾
さ
せ
た
あ
げ
く 、

結
局 、
一
高
校
長
久
原

射弦
と
高

師
校
長
嘉
納
治
五
郎
と
の
直
接
交
渉
に
よ
っ

て 、

高
師
へ
週
二
回 、

年
俸
四

(
11
8

)
 

百
五
十
円
で
出
講
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
の
で
あ
る 。

こ
う
し
て
大
学
院
で
研
究
を
続
け
な
が
ら、

高
師
で
教
え
て
い
た
漱
石
は 、

二
年
後
の
明
治
二
十
八
年
一
月 、

英
字
新
聞
「
ジ
ャ

パ
ン
・
メ
ー

ル
」
の
記

者
を
志
願
し
て
失
敗
す
る
”
採
用
判
定
の
預
料
と
し
て 、

禅
に
つ
い
て
英
語

．
で
述
ぺ
た
論
文
（
大
判
約
十
枚）
を
提
出
す
る
が 、

そ
の
論
文
が
何
の
説
明

も
な
く
黙
っ
て
突
き
返
さ
れ
た
の
で
あ
ろ 。

漱
石
は 、
こ
の
ジ
ャ

パ
ン
・

メ

ー
ル
社
の
態
度
に
腹
を
立
て
て 、

仲
介
者
で
あ
る
菅
虎
雄
の
前
で
論
文
を
破

り
捨
て
た
と
い
う 。

こ
の
記
者
志
願
は
失
敗
に
終
り 、

結
局
は
三
ヶ
月
後
の
同
年
四
月 、

松
山

ヘ
中
学
校
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
訳
で
あ
る
が 、
こ
こ
で
漱
石
が 、

教
師
以

外
の
問
に
よ
っ

て
身
を
立
て
た
い
と
迎
動
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い 。

漱
石
は
明
治
二
十
八
年
四
月
の
松
山
中
学
校
教
師
を
皮
切
り
に 、

（
学
生
時

の
ア
ル
パ
イ
ト

教
師
の
経
験
は
除
き）

第
五
高
等
学
校 、

英
国
留
学
か
ら
帰

朝
後
の
一
高
・

東
大
と 、

明
治
四
十
年
四
月
の
朝
日
新
聞
社
入
社
に
至
る
ま

で
十
二
年
間
教
師
と
し
て
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
が 、

そ
の
間
教
団
か
ら

逃
れ
た
い
と
い
う
考
え
は 、

常
に
彼
の
中
に
く
す
ぶ
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る 。

明
治
三
十
年
四
月一一
十
三
日
の
子
規
宛
書
簡
に 、

「
小
生
身
分
色
々
御
配

、
、
、

慮
あ
り

が
た
＜
奉
謝
候
実
は
教
師
は
近
頃
厭
に
な
り

居
候
（
中
略）

去
年
＋

月
頃

教
師
を
や
め
た
い
が
好
分
別
は
な
き
や
と
中
根
に
相
談
致
し
候
（
後
略

．
傍
点
筆
者）
」
と
あ
り 、

明
治
二
十
九
年
十
月 、
つ
ま
り

第
五
高
等
学
校

に
転
勤
し
て
半
年 、

正
式
に
教
職
に
つ
い
て
一
年
半
に
な
る
か
な
ら
な
い
か

の
時
期
に 、

す
で
に
岳
父
中
根
重
一
の
力
を
借
り
て
外
務
省
翻
訳
官
や
図
書

館
な
ど
の
転
職
先
を
探
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
し 、
そ
の
後
留
学
先

の
ロ

ッ
ド
ン
か
ら
本
国
の
友
人
や
妻
鋭
子
に
宛
て
た
書
簡
に
も
「
知
つ
て
教

師
な
ん
か
す
る
の
は
厭
で
た
ま
ら

な
い
（
明
35
.
2
.，

16
菅
虎
雄
宛）」
「
著

書
な
ん
か
や
ら
う
と
思
ふ
と
金
が
欲
し
く
な
る
教
師
な
ん
か
は
い
や
に
な
る

（
明
35
.
3
.

18
鋭
子
宛）
」
と
あ
る 。

ま
た
帰
国
後
も 、

「
と
に
か
く
ゃ

め
た
き
は
教
師
（
明
38
.
9
.

17
高
浜
消
宛）
」
「
小
生
如
き
は
ど
こ
へ
参

っ
て
も
教
師
が
い
や
で
生
涯
党
れ
な
い
剛
突
張
に
侯
（
明
38
.

10
.

20
奥
太

一
郎
宛）
」
と 、
ど
う
に
も
教
師
が
厭
で
た
ま
ら
な
い
気
持
ら
を
薔
簡
に
も

ら
し
て
い
ろ 。

そ
し
て
漱
石
が 、

終
始
自
分
自
身
を
教
師
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
間
だ
と

み
な
し
て
い
た
こ
と
は 、

教
師
を
始
め
た
ば
か
り
の
明
治
二
十
八
年 、

松
山

中
学
校
の
校
友
会
誌
の
求
め
に
応
じ
て
掲
載
し
た
「
愚
見
数
則」
に 、

「
余

は
教
育
者
に
適
せ
ず 、

教
育
家
の
資
格
を
有
せ
ざ
れ
ば
な
り」
と
述
べ

、

ま

た
晩
年
の
大
正
四
年
に
行
な
わ
れ
た
有
名
な
講
演
「
私
の
個
人
主
義」
に
お

い
て
も 、

そ
の
導
人
部
で
「
教
育
者
と
し
て
偉
く
な
り

得
ろ
や
う
な
資
格
は

私
に
最
初
か
ら
欠
け
て
ゐ
た
の
で
す
か
ら 、

私
は
ど
う
も
窮
屈
で
恐
れ
入
り

ま
し
た
（
中
略）

当
時
の
私
は
ま
あ
肴
屋
が
菜
子
展
へ
手
伝
ひ
に
行
っ
た
や

う
な
も
の
で
し
た
」
と
述
憶
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に
教
師
と
い
う
職
菜
に
そ
ぐ
わ
な
い
自
分
自
身
を
自
覚
し 、

も

-42-



て
あ
ま
し
な
が
ら
も
漱
石
が
教
師
で
あ
り
続
け
た
の
は、
と
り
も
な
お
さ
ず、

ま
ず
は
生
活
の
登
を
得
る
た
め、

ひ
ら
た
く
言
え
ば
＾
食
ふ
た
め
＞
で
あ
る。

こ
の
こ
と
を
漱
石
は
「
愚
見
数
則」
の
中
で、

皮
肉
を
こ
め
て
「
余
は
教
育

者
に
適
せ
ず、

教
育
家
の
賓
格
を
有
せ
ざ
れ
ば
な
り、

其
不
適
当
な
ろ
男
が、

糊
口
の
口
を
求
め
て、
一
番
得
易
き
も
の
は、

教
師
の
位
地
な
り」
と
述
ペ

て
い
る。
そ
し
て、

続
い
て
「
忍
見
数
則」
に、

「
月
給
の
高
下
に
て、

教

師
の
価
侑
を
定
む
る
勿
れ、

月
給
は
連
不
迎
に
て、

下
落
す
ろ
事
も
騰
負
す

る
事
も
あ
る
も
の
な
り」
と
述
ぺ
た
漱
石
は、
こ
の
松
山
中
学
校
で
最
高
顆

の
月
給
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ。

そ
こ
で、

漱
石
が
＾
食
ふ
た
め
＞
に、

教
師
と
い
う
労
働
と
ひ
き
か
え
に

獲
得
し
た
収
入
と、
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
彼
の
経
済
生
活
の
実

際
に
つ
い
て
眺
め
て
み
た
い
。

、̀
’二（

漱
石
が
学
生
当
時、

学
資
の
た
め
に
拗
い
て
い
た
ア
ル
パ
イ
ト
教
師
と
し

て
の
収
入、
ま
た、

大
学
院
生
時
の
週
二
回
の
高
師
嘱
託
教
授
と
し
て
の
収

入
を
別
に
す
れ
ば、

彼
の
正
式
な
社
会
人
労
働
者
と
し
て
の
収
入
は、

明
治

二
十
八
年
四
月
に
沼
任
し
た
松
山
中
学
校
勤
務
に
よ
る
月
俸
八
十
円
か
ら
出

発
し
て
い
る。
こ
の
金
額
は
拙
稿
「
夏
目
漱
石
の
経
済
感
党
（
そ
の
一
）．
」

（
昭
60
.
3
『
岡
大
閲
文
論
稿
第
13
丹
』
）
で
用
い
た
換
算
法
に
よ
っ
て
換

算
す
る
と、

現
在
の
約
六
十
三
万
円
に
相
当
す
る。

こ
の
八
十
円
と
い
う
月
俸
は、

校
長
の
月
俸
六
十
円
を
越
え
て
い
た
こ
と

も
あ
り、

現
在
で
も、

当
時
漱
石
だ
け
が
特
別
の
待
遇
を
受
け
最
高
級
の
俸

給
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て、

後
年
の
朝
日
新
聞
社
月
俸
二
百
円
と
と
も

に
高
給
取
り
漱
石、
そ
の
衷
に
は
特
別
な
俸
給
を
与
え
ら
れ
る
だ
け
の
群
を

ぬ
い
た
才
能
の
持
ち
主
漱
石
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
る
も
の
と
し
て
語
り
草
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る。

し
か
し、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
オ
神
時
雄
氏
は、

「
漱
石
の
月
俸
八
十
円

の
行
毀」
（
『
図
内
』
昭
52
.
12
岩
波）
で
「
こ
の
挿
話
に
は、

後
年、

著

名
な
作
家
に
な
っ
た
が
故
に、

月
給
の
面
か
ら、

若
い
日
の
非
凡
さ
を
語
ろ

う
と
す
る
伝
説
臭
を
お
ぼ
え
る。
ャJ
述
ぺ
て
い
る。
そ
し
て、
そ
の
証
拠
と

し
て、

漱
石
と
同
じ
嘱
託
と
し
て
五
ヶ
月
ほ
ど
先
に
赴
任
し
て
い
た
理
学
士

横
地
石
太
郎
の
月
棒
も、

漱
石
と
同
じ
く
校
長
よ
り
も
二
十
円
多
い
八
十
円
一34

 

で
あ
っ
た
こ
と
と、

漱
石
の
月
給
は
彼
の
前
任
者
で
あ
っ
た
外
国
人
御
屈
教
―

師
カ
メ
0
ン
・
ジ
m
ン
ソ
ン
と
の
比
較
で
見
れ
ば、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
月
俸
百

五
十
円
に
比
ぺ
、

そ
の
ほ
ば
半
分
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る。

友
人
菅
虎
雄
を
通
し
て
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
か
ら
の
招
聘
が
あ
っ
た
時
に、

「
外
人
教
師
な
み
の
待
退
な
ら
行
っ
て
も
よ
い
」
と
答
え
た
漱
石
に
は、

身

分
は
外
人
教
師
な
み
の
嘱
託
教
貝
と
し
て
の
待
退
が
与
え
ら
れ、

従
っ
て
学

級
担
任
の
仕
lJJ
や、

宿
直
な
ど
の
雑
務
は
免
除
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
が、

当
の
月
給
は
半
分
し
か
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

そ
し
て、
こ
の
当
時、
つ
ま
り
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て、

文
明
OO

化
の
気
連
に
乗
じ
て
学
校
制
度
を
発
足
し
な
が
ら
も
ま
だ
日
が
浅
く、

完
全

な
体
制
が
完
成
し
切
ら
な
い
時
点
で
は、

校
長
よ
り
も
一
般
教
師
の
俸
給
が



上
で
あ
る
こ
と
は
特
別
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

ま
し
て
御
糀
外

人
教
師
の
場
合
は
、

日
本
人
教
師
の
数
倍
の
伯
給
を
受
け
る
の
が
一

般
で、

当
然
校
長
よ
り
も
数
等
高
い
倅
給
を
受
け
て
い
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

例
え
ば、

創
立
当
時
の
学
翌
院
に
も
同
様
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。

院
史
の

一

曰
と
し
て
編
化
さ
れ
た
『

学
習
院
の
歩
み
』
に
、

創
立
期
の
状
況
説
明
と

し
て
「
教
師
の
給
与
が
院
長
や
次
長
よ
り
多
く、

こ
と
に
外
人
教
師
は
き
わ

め
て
麻
給
で
あ
っ
た
」

と
い
う
記
事
と
共
に
、

当
時
の
倅
給
表
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
写
其
版
仰
給
表
に
よ
る
と、

明
治
十
二
年
当
時、

学

習
院
院
長
の
伶
給
「
年
作
三
百
五
十
円
」

に
対
し
て、

一

般
教
師
の
中
に
は

「
平
野
久
太
郎

月
倅―
二
十
円
」

（
駐
純
な
月
掛
で
年
倅
三
百
六
十
円）

と

院
長
よ
り
翡
い
者
も
屈
り、

外
人
教
師
チ
ャ
レ
ス
・

グ
ー
ジ
ン
グ
に
い
た
っ

て
は
「
月
作
百
五
十
円
」

（
単
純
月
街
で
年
伶
千
八
百
円）

で、

院
長
の
五

倍
以
上
の
招
給
で
あ
る
。

こ
の
倅
給
上
の
ア
ン
パ
ラ
ン
ス
は
、

各
人
材
の
学
歴
を
中
心
と
す
る
股
歴

の
相
退
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
に
な
り、

そ

れ
ま
で
の
鎖
困
政
策
を
転
じ
て
西
欧
か
ら
近
代
文
明
を
受
け
入
れ
る
方
向
を

打
ち
出
し
た
国
家
に
は
、

そ
の
西
欧
文
明
を
確
実
に
受
け
取
り、

活
用
で
き

る
人
材
投
成
が
忌
務
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、

新
し
い
国
政
を
担
う
人
物
捉

成
の
場
と
し
て
の
A
帝
国
大
学
＞
を
頂
点
に、

そ
れ
に
連
ら
な
る
教
育
制
度

の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
多
く
の
外
国
人、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
新
し
い
近

、
、
、

代
文
明
の
担
手
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
西
欧
人
た
ち
を
屈
い
入
れ
た
の
で
あ

る
。

そ
し
て、

当
時
唯
一

の
A
帝
国
大
学
＞
で
あ
っ
た
東
京
帝
函
大
学
文
科

大
学
を、

明
治
二
十
六
年
に
卒
菜
し
た
漱
石
は
英
文
科
本
科
卒
業
生
と
し
て

は、

明
治
二
十
四
年
卒
業
の
立
花
政
樹
に
次
ぐ
二
人
目
の
卒
菜
生
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に、

彼
は
新
し
い
日
本
を
担
う
ぺ

く
従
成
さ
れ、

期
待
さ
れ
た
＾
帝
国
大
学
＞
卒
業
の
＾
学
士
＞、

当
時
の
戯
改
に
「
末
は
fW

士
か
大
臣
か
」

と
う
た
わ
れ
た
＾
学
士
様
V
と
い
う
数
少
な
い
超
エ
リ
ー
ト

(
at
4
)
 

の
一

人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
故
に
、

先
に
も
述
ぺ
た
よ
う
な
「
外

人
教
師
な
み
の
待
遇
な
ら
ば
行
っ
て
も
良
い
」

と
い
う
条
件
が
出
せ
た
の
で

あ
る
し、

同
じ
く
＾
学
士
＞
で
あ
る
横
地
と
と
も
に
、

校
長
を
超
え
る
作
給

が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て、

豆
目
金
之
助
と
い
う
阻
人
に
限
ら
れ
た
特
別

な
待
遇
だ
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は、

後
の
朝
日
新
間
社

入
社
に
際
し
て、

社
か
ら
出
さ
れ
た
月
招
二
百
円
と
い
う
倅
給
栢
や
そ
の
勤

、
、

務
条
件
が
、

夏
目
金
之
助
が
漱
石
で
あ
る
が
故
の
特
別
な
条
件
で
あ
っ
た
の

と
は
沢
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

松
山
中
学
校
に
お
け
る
漱
石
の
待
遇
が、

彼

侶
人
に
限
ら
れ
た
後
遇
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、

一

年
間
と
い
う
短
い
任
期

で
松
山
中
学
校
を
辞
め、

熊
本
第
五
裔
等
学
校
へ

転
勤
し
た
漱
石
の
あ
と
を

受
け
て
、

明
治
二

十
九
年
同
校
の

英
話
教
師
と
な
っ

た
玉
殺
一

郎
一

は、

明
治
二
十
八
年
七
月
帝
大
英
文
科
卒
の
い
わ
ゆ
る
新
卒
（
そ
れ
に
比
ペ

漱
石
は
明
治
二
十
六
年
卒
業
と
同
時
に
大
学
院
入
学
を
許
さ
れ
、

院
生
と
し

て
研
究
を
船
け
る
か
た
わ
ら、

一

方
で
は
東
京
高
師
嘱
託
教
授
で
も
あ
っ
た

こ
と
は
前
述
の
通
り
）

の
股
歴
で
あ
り
な
が
ら、

漱
石
の
月
俸
八
十
円
を
二

（

北

6
)

十
円
上
回
る
月
俸
百
円
で
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
わ
か
る
こ
と
で
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更
に
、

漱
石
の
場
合
は
、

そ
の
採
用
の
背
後
に
当
時
の
愛
媛
県
当
局
の
財

政
難
が
あ
り、

法
外
に

高
給
な
外
国
人
教
師
の
月
給
を
分
割
化
し、

日
本
人

（
江
6
)

教
師
に
切
り
替
え
よ
う
と
す
る
県
側
の
政
策
の
一

四
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
に
松
山
中
学
校
で
は、

そ
の
後
外
国
人
教
師
を
屈
っ
て
い
な
い
。

こ
の
月

招
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て、

当
初
漱
石
自
身
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

従
っ
て
彼
の
経
済
生
活
か
ら1;;n
え
ば、

そ
れ
ま
で
の
巡
二
回
と
い
う

中
途
半
鉗
な
形
な
が
ら、

束
京
茄
師
で
の
収
入
が
年
仰
四
百
五
十
円
（
月
倅

三
十
七
円
余）

で
あ
っ
た
の
に
比
ぺ
る
と、

倍
以
上
の
収
入
に
な
っ
た
訳
で
、

漱
石
と
し
て
は
今
ま
で
に
な
く
自
分
が
漑
給
取
り
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
を

持
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し、

高
給
取
り
に
な
っ
た
ら
な
っ
た
で
、

そ
れ
ま
で
の
寄
宿
舎
生
活

の
よ
う
に
は
行
か
ず、

出
111
が
か
さ
み
、

こ
の
八
十
円
の
月
俸
も
漱
石
に
そ

れ
程
の
経
祈
的
余
裕
は
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

‘,'

 

三
、,̀`

漱
石
は
松
山
赴
任
当
初、

赴
任
伐
用
の
借
金
返
済
や
ら、

新
し
い
土
地
で

の
下
宿
を
愁
え
る
た
め
の
出
収
が
重
な
っ
て
か、

あ
ら
こ
ら
へ

経
済
的
不
如

窯
を
か
こ
つ
手
紙
を
杏
き
送
っ
て
い
る
。

そ
の
最
初
の
も
の
は
、

赴
任
後
四

日
目
の
四
月
十
二
日
に
束
京
帝
大
へ

向
け
て
送
ら
れ
た
、

大
学
在
学
中
の
貸

与
金
（
奨
学
金）

の
返
済
延
期
を
申
し
出
る
次
の
よ
う
な
手
紙
で
あ
る
。

あ
る
。

小
生
在
学
中
の
餃
代
本
月
よ
り
早
速
御
返
済
可
申
上
筈
の
処
始
め
て
赴
任

(
JE
7
)
 

の
折
色
々
の
部
合
に
て
手
元
不
如
忍
に
つ
き
両
三
月
閥
御
柚
予
相
顧
度

結
局
こ
の
面
い
は
lUI
き
入
れ
ら
れ
て
、

返
済
期
日
が
延
期
さ
れ
る
が、

約

束
の
三
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
漱
石
が
月
賦
返
済
を
始
め
な
い
の
で
、

六
月
に

は
帝
固
大
学
僭
記
官
硝
水
彦
五
郎
か
ら
返
済
仔
促
状
を
受
け
収
っ
た
ら
し
い
。

同
年
六
月
二
十
五
日
に
次
の
よ
う
な
返
事
を
む
き
送
っ
て
い
る
。

申
し
出
恢
期
限
も
既
に
経
過
致
快
に
付
て
は
其
中
何
と
か
致
す
心
得
に
有

之
候
処
忽
ち
店
内
を
拝
受
し
罹
愧
の
至
り
に
不
堪
仰
の
通
り
追
々
両
三
月

中
よ
り
月
賦
に
て
御
返
済
可
致
飲

文
而
か
ら
は
「
忽
ち
伐
杏
を
拝
受
」
、

「
浙
愧
の
至
」

な
ど、

義
務
製
の

人
一

倍
強
か
っ
た
漱
石
が
、

自
ら
の
迅
約
に
対
し
て
恐
縮
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
も
の
の
こ
の
再
度
の
手
紙
に
お
い
て
も、

な
お
も
「
追
々
両
三

月
中
よ
り
月
賦
に
て
」

と
更
な
る
猶
予
を
頼
う
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
。

当
時、

余
程
金
の
必
要
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が、

こ
う
し
た

述
約
は
几
帳
面
な
漱
石
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

漱
石
は
、
一

脳
の
債
人
に
対
し
て
は
金
銭
上
の
巾
柄
に
限
ら
ず、

ど
ん
な
に

些
細
な
こ
と
に
対
し
て
も
細
心
の
心
辿
い
を
し
、

他
者
の
侶
頓
を
裏
切
ら
な

い
た
め
に
過
敏
と
も
言
え
る
程
の
神
経
を
使
っ
た
人
で
あ
る
が、

案
外
＾
公
＞

に
対
し
て
は
冷
淡
で、

金
銭
上
で
の
横
行
を
決
め
こ
も
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
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あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い。

そ
の
一
例
と
し
て、
ほ
ほ
え
ま
し
く
も
ュ
ー
モ
ラ
ス
な
の
が、

朝
日
新
闘

入
社
当
初
の
明
治
四
十
年
五
月
二
十
八
日、

渋
川
玄
耳
宛
に
所
得
税
の
脱
税

に
つ
い
て
の
御
伺
を
た
て
た
手
紙
で
あ
ろ。

わ
が
朝
日
新
間
に
於
て
社
員
諸
君
は
所
得
税
に
対
し
て
如
何
な
る
態
度
を

．

取
ら
れ
ま
す
か。
社
の
方
で
は
一
々
税
務
署
の
方
へ
生
等
の
所
得
高
を
通

．

知
さ
れ
ま
す
か。

又
は
税
務
署
の
方
か
ら
照
会
又
は
検
査
に
参
り
ま
す
か。

所
得
の
申
告
を
し
ろ
と
梱
促
状
が
来
ま
し
た
か
ら
一
寸
参
考
に
伺
ひ
た
い

と
思
ひ
ま
す。

夫
か
ら
あ
な
た
は
ど
う
い
ふ
風
に
な
さ
い
ま
す
か。

御
役

人
を
や
め
ら
れ
て
か
ら
始
め
て
の
所
得
申
告
と
云
ふ
点
が
小
生
と
一
寸
似

て
居
ま
す
か
ら
是
も
参
考
に
一
寸
聴
か
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か

こ
の
手
紙
に
対
す
ろ
玄
耳
の
返
答
は、

些
細
な
こ
と
に
卑
劣
な
こ
と
を
す

る
な、

と
い
う
叱
咤
の
内
容
で
あ
っ
た
ら
し
く、

漱
石
は
直
ら
に
翌
日
の
二

十
九
日、

玄
耳
に
宛
て
て
自
分
の
哀
意
を
白
状
し、

懇
愧
に
堪
え
ぬ
様
子
を

述
ぺ
た
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
ろ。

所
得
税
の
事
を
御
聞
き
合
せ
被
下
ま
し
て
御
手
数
の
段
ど
う
も
難
有
存
じ

ま
す。

実
は
あ
れ
も
ほ
か
の
社
貝
な
み
に
．ス
ル
ク
構
へ
て
可
成
少
な
い
税

を
払
ふ
目
雰
を
以
て
何
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す。

実
は
今
日
迄
教
師
と
し
て

．
充
分
正
直
に
所
得
税
を
払
っ
た
か
ら
当
分
所
得
税
の
休
養
を
仕
ろ
か
左
も

な
く
ば
あ
ま
り
繁
劇
な
ろ
払
ひ
方
を
遠
慮
す
ろ
積
り
で
あ
り
ま
し
た。

然

ろ
所
公
明
正
大
に
些
々
た
〔
ろ
〕
所
得
税
の
如
き
云
々
と
一
喝
さ
れ
た
為

め
に
蒼
く
な
っ
て
急
に
貧
意
に
従
っ
て
其
直
に
届
け
出
で
る
気
に
相
成
り

n

ま
し
た。

御
安
心
被
さ
い。

こ
の
手
紙
と
同
日
の
五
月
二
十
九
日
に
魯
か
れ
た
朦
田
哲
太
郎
宛
の
手
紙

に
は、

「
手
許
に
十
円
ば
か
り
あ
り。

御
不
如
意
の
由
な
れ
ば
失
礼
な
が
ら

用
を
弁
ぜ
ら
れ
度
し。

御
返
済
は
卒
業
し
て
金
が
ウ
ナ
ル
程
出
来
た
時
で
よ

ろ
し
御
母
上
の
御
病
気
御
大
事
と
存
侯。
」
と
あ
る。

片
方
で
脱
税
の
相
絞
を

し
な
が
ら、

片
方
で
は
困
窮
し
て
い
ろ
学
生
に、

「
失
礼
な
が
ら」
と
い
う

立
ら
入
っ
た
申
し
出
に
対
す
る
恐
縮
の
言
葉
ま
で
添
え
て、

返
る
当
て
の
な

い
金
の
援
助
を
申
し
出
て
い
る
の
で
あ
る。
こ
の、

周
辺
の
人
々
に
対
す
ろ

常
に
変
わ
ら
ぬ
究
大
な
金
銭
援
助
に
つ
い
て
は、

既
に
述
ぺ
た
こ
と
が
あ
ろ

(

n

8
)
 

の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い。

右
の
よ
う
な
個
人
に
対
す
る、

漱
石
の
衷
心
よ
り
の
援
助
に
比
ぺ
て、

＾
公
＞
か
ら
擬
求
さ
れ
ろ
金
に
対
し
て
は、

他
に
も、

半
強
制
的
な
寄

付金

な
ど
に
つ
い
て、

婆
求
通
り
に
支
払
い
な
が
ら
も
不
承
不
承
で
あ
る
こ
と、

迷
惑
で
あ
ろ
こ
と
を
洩
ら
し
た
奮
間
が
数
通
残
さ
れ
て
い
ろ。

さ
て、

こ
こ
で
明
治
二
十
八
年
の
松
山
に
戻
り、

漱
石
の
松
山
で
の
経
済

生
活
に
触
れ
た
他

の手
紙
を
追
っ
て
み
た
い。
そ
れ
ら
を
月
日
頻
に
並
ぺ
て

み
ろ
と、

そ
の
第
一
通
は
四
月
十
七
日
付
の、

大
学
院
時
代
の
恩
師
神
田
乃

武
に
宛
た
搭
簡
で
あ
る。
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・

教
授
後
未
だ
一
週
間
に
過
ぎ
ず
候
へ
ど
も
地
万
の
中
学
校
の
有
様
杯
は
東

京
に
在
つ
て
考
ふ
る
如
き
淡
泊
の
も
の
に
は
無
之
小
生
如
き
ハ
ー
ミ
ッ
ト

的
の
人
間
は
大
に
困
却
致
す
事
も
可
有
之
と
存
候
く
だ
ら
ぬ
事
に
時
を
殴

や
し
思
ふ
様
に
延“・

も
出
来
ず
且
又
過
日
御
話
の
洋
庁
鵞
庁
薔
か
哭[
C
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

出
来
ぬ
様
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
窃
か
に
心
配
致
居
候
（
以
下
傍
点
筆
者）

東
都
の

二瓢
生
を
捉
へ
て
大
先
生
の
如
く
取
扱
ふ
甲
返
す
/
＼
恐
縮
の
至

に
御
座
快
（
中
略）

小
生
宿
所
は
裁
判
所
の
裏
の
山
の
半
腹
に
て
眺
望
絶

佳
の
別
天
地
恨
ら
く
は
猶
俗
物
の
厄
介
を
受
け
居
る
事
を
当
地
に
て
は
先

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

生
然
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
故
衣
服
住
居
も
八
十
円
の
月
招
に
相
当
せ
ね
ば
な

ら
ず
小
生
如
き
丸
裸
に
は
当
分
大
閉
口
な
り

尿

、
、
、

当
夏
は
出
来
る
な
ら
ば
九
洲
の
山
河
を
祓
渉
致
度
と
存
候
へ
ど
も
嚢
中
自

、
、
、
、

ら
銭
な
く
と
い
ふ
景
況
に
て
奈
伺
と
も
致
し
難
く
候
（
中
略）

小
生
当
地

に
参
り
候
目
的
は
金
を
た
め
て
洋
行
の
昨
費
を
作
る
所
存
に
有
之
候
処
夫

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

所
で
は
な
く
月
給
は
十
五
日
位
に
て
な
く
な
り
申
侯
（
傍
点
箪
者）

右
の
三
通
の
祖
簡
の
内 、

第一
と
第
三
の
世
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
恩
師
と
先
政

と
に
松
山
で
の
情
況
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る 。

従
っ

て 、

文
面
は
多
少
形

式
的
で 、

出
費
の
か
さ
む
こ
と
を
揆
然
と
述
ぺ
て
貯
菩
困
難
で
あ
る
こ
と
を

報
告
す
る
に
留
め
て
い
る
が 、

第
二
の
書
簡
は
親
友
正
岡
子
規
に
宛
て
た
も

の
だ
け
に
内
容
も
具
体
的
で 、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
出
費
の
か
さ
む
理
由 、

そ

れ
に
対
す
る
閉
口
ぶ
り

が
述
ぺ
ら
れ
て
い
る 。

そ
こ
で
子
規
宛
の
甚
簡
に
注
目
す
る
と 、

そ
こ
に
誉
か
れ
た
漱
石
の
出
費

の
理
由
は 、

「
当
地
に
て
は
先
生
然
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
故
衣
服
住
居
も
八
十

円
の
月
倍
に
相
当
せ
ね
ば
な
ら
ず」
と
い
う
も
の
で
あ
る 。
つ
ま
り 、

当
地

松
山
へ
中
学
校
教
師
と
し
て 、

し
か
も
外
人
教
師
の
替
わ
り
と
し
て
赴
任
し

た
漱
石
は 、

外
人
教
師
の
替
わ
り
に
東
京
か
ら
や
っ

て
来
た
＾
学
士
様
V
夏

目
金
之
助
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
先
生
な
の
だ
ろ
う 、

と
い
う
衆
目
の
集
中

す
る
中
で 、

そ
の
身
分 、

そ
の
俸
給
に
見
合
う
だ
け
の
外
見
や
体
裁
を
整
え

る
た
め
の
出
費
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る 。

こ
の
こ
と
は 、

そ
れ
ま
で
学
生
と
し
て
伺
の
体
裁
も
い
ら
ず 、

沼
の
み
箔

の
ま
ま
寄
宿
舎
生
活
を
し
て
い
た
漱
石
に
は 、

何
か
ら
何
ま
で
新
潤
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
訳
で 、

実
際
か
な
り
の
出
費
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う 。

当
時
は

官
吏
の
身
分 、

階
級 、

俸
給
額 、

異
動
な
ど
は
新
聞
紙
上
に
発
表
さ
れ
て
い

た 。

従
っ

て 、

111
間
の
人
々
は 、

そ
う
し
た
情
報
に
よ
る
身
分
判
断
で
彼
ら

を
な
が
め
た
の
で
あ
る 。

実
際
漱
石
は 、

松
山
に
到
沼
し
た
当
日 、

ひ
と
ま

ず
採
装
を
解
い
た
城
戸
塁
と
い
う
旅
館
で 、

g
分
に
よ
っ
て
ま
る
で
違
っ
た

扱
い
を
受
け
る
と
い
う
経
験
を
し
て
い
る 。

城
戸

投
で
は 、
平
凡
な
服
装

、
（
育
い
背
広
に
中
折
帽）
で
入
っ
て
来
た
漱
石
を
粗
末
な

II
竹
の
間

ー
ヘ
案

そ
の
第
三
通
は
七
月
二
十
六
日
付
斎
藤
阿
具
宛
の
祖
簡
で
あ
る 。

そ
の
第
二
通
は
五
月
二
十
八
日
付
正
岡
子
規
宛
の
也
簡
で
あ
る 。
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内
し
た。
が、

新
聞
で
彼
が
学
士
様
で
あ
ろ
こ
と、

月
俸
が
八
十
円
で
あ
ろ

こ
と
な
ど
を
知
ろ
や
い
な
や、

新
館
一
番、
つ
ま
り
城
戸
屋
第一
等
の
部
屋

へ
移
っ
て
も
ら
っ
て
い
ろ
の
で
あ
る。

こ
の
経
験
は
後
に
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

に
も
転
用
さ
れ
た
有
名
な
工
ビ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が、

こ
う
し
た
世
間
の
注
目

に
対
し
て、

そ
れ
に
適
う
だ
け
の
所
帯
を
構
え
る
必
要
が、

こ
の
時
の
漱
石

に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る。

そ
じ
て、

後
に
五
高
の
生
徒
た
ら
か
ら、

そ
の
風
采
の
堂
々
た
る
こ
と
を

理
由
に
「
華
族
様」
と
渾
名
さ
れ、

「
夏
目
先
生
二
上
ゲ
タ
イ
モ
ー
ノ
ハ
朱

（

紅

9
)

塗
ノ
馬
車
ノ
ニ
頭
立」
と
欧
わ
れ
た
漱
石
は、

洋
服
の
柄
や
着
物
の
襄
地
を

気
に
し
た
り、
カ
イ
ザ
ル
髭
を
ね
じ
り
上
げ
た
り
す
る
お
し
ゃ
れ
な
所
も
あ

っ
た。

漱
石
の
性
格
が
几
帳
面
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は、

し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
る
点
で
あ
る
が、

そ
れ
だ
け
に
服
装
な
ど
に
は
き
ら
ん
と
し
た
上
等
の

も
の
を
求
め
た
で
あ
ろ
う。

松
山
中
学
校
で
漱
石
は、

紺
の
ダ
プ
ル
の
背
広

服
に
赤
皮
の
靴
を
は
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し、

日
消
戦
争
出
征
兵
士
の
凱

旋
歓
迎
に
は
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
に
山
高
相
と
い
う
出
で
立
ち
で、

生
徒

た
ち
か
ら
「
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
が
似
合
う」
と
ひ
や
か
さ
れ
ろ
と
い
う
場

（

註

D
)

面
も
あ
っ
た
ら
し
い。
こ
の
し
ゃ
れ
た
服
装
に
も、

そ
れ
相
当
の
痰
用
が
か

か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

こ
う
し
た
漱
石
の
出
殴
に
対
し
て、

門
下
生
の
森

田
草
平
は
「
漱
石
先
生
と
私」
（
『
夏
目
漱
石
3
』
講
談
社
学
術
文
庫
所
収）

の
中
で、

「
先
生
が
都
会
育
ち
で
金
の
か
か
る
人
に
で
き
て
い
た
か
ら
で
あ

る。

だ
か
ら、

ほ
か
の
田
舎
漢
に
は
我
慢
の
で
き
る
と
こ
ろ
で、

先
生
は
我

世
が
で
き
な
い。
」
と
評
し
て
い
ろ。

こ
の
評
は、
ロ
ン
ド
ン
留
学
時
の
金
不

足
を
か
こ
つ
漱
石
の
不
濶
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、

田
舎
者
を

自
認
す
る
草
平
の
目
に
映
っ
た
都
会
人
漱
石
の
経
済
感
党
が
表
わ
れ
て
い
て

興
味
深
い。
こ
の
漱
石
の
性
格
は、

そ
の
ま
ま
松
山
で
の
経
済
生
活
に
も
反

、
、

ぶ
11
)

映
し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う。
つ
ま
り
天
下
の
東
京
か
ら、

田
舎
が
山
へ

や
っ
て
来
た
都
会
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
要
求
す
る
出
喪
で
あ
る。

そ
し
て、

少
な
く
と
も、

当
時
の
官
吏
た
ら
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
俸
給一

割
の
製
艦
痰
八
円、

下
宿
料
十
円、

父
親
へ
の
仕
送
り
と
し
て
十
円
の
出
費

が、

衣
食
の
外
に
毎
月
最
低
必
要
で
あ
っ
た。

そ
の
上
に、

八
月
か
ら
十
月
ま
で
は
日
清
戦
争
従
m
に
よ
っ
て
宿
病
の
結

核
を
悪
く
し
た
子
規
が
帰
郷
し、

漱
石
の
下
宿
へ
同
居
し
て
い
る
た
め、

そ

の
た
め
の
出
費
も
あ
っ
た。
こ
の
当
時
の
二
人
に
つ
い
て
の
金
銭
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て
は、

後
年
の
明
治
四
十
一
年
九
月一
日
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
掲
載

さ
れ
た
「
正
岡
子
規」
と
題
す
る
狡
話
に、

次
の
よ
う
に
あ
る。

僕
が
松
山
に
居
た
時
分、

子
規
は
支
那
か
ら
伺
つ
て
来
て
僕
の
と
こ
ろ
へ

逍
つ
て
来
た。

（
中
略）

大
将
は
昼
に
な
る
と
莉
焼
を
取
り
寄
せ
て、

御

承
知
の
通
り
び
ら
や

／＼と
音
を
さ
せ
て
食
ふ。
そ
れ
も
相
談
も
無
く
自

分
で
勝
手
に
命
じ
て
勝
手
に
食
ふ。
ま
だ
他
の
御
馳
走
も
取
寄
せ
て
食
つ

た
や
う
で
あ
っ
た
が、

僕
は
新
焼
の
事
を
一
番
よ
く
党
え
て
居
る。
そ
れ

か
ら
東
京
へ
帰
る
時
分
に
君
払
つ
て
呉
れ
玉
へ
と
い
つ
て
澄
ま
し
て
帰
っ

て
行
っ
た。

僕
も
こ
れ
に
は
驚
い
た。

其
上
ま
だ
金
を
貸
せ
と
い
ふ。

何

で
も
十
円
か
そ
こ
ら
持
つ
て
行
っ
た
と
党
え
て
ゐ
る。
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．

子
規
の
同
居
し
て
い
た
ニ
ヶ
月
間
は 、

右
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
食
費
や

生
活
費
以
外
に
も 、

病
後
の
身
体
で
床
に
伏
し
て
い
る
こ
と
の
多
い
子
規
に 、

小
逍
と
い
う
形
で
何
く
れ
と
な
く
援
助
を
し
て
い
た
こ
と
が 、

饒
子
夫
人
や

（
註
2)

虚
子
の
回
想
記
な
ど
に
見
え
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に 、
松
山
で
衆
目
を
集
め
る
「
大
先
生」
と
し
て
社
会
人
（
勤

労
者）
と
し
て
の
第一
歩
を
踏
み
出
し
た
漱
石
は 、

「
小
生
如
き
ハ
ー
ミ
ッ

ト
的
の
人
間
は
大
に
困
却」
と
嘆
息
し
な
が
ら
も 、

一
個
の
完
成
さ
れ
た
社

会
人
と
し
て
の
形
を
整
え
る
た
め
に 、
種
々
の
煩
瑣
な
交
際
も
含
め
て
様
々

な
事
柄
に
金
銭
を
質
や
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る 。

た
だ 、
こ
の
松
山
時
代
の
漱
石
の
経
済
事
情
は 、
ま
だ
詳
細
に
は
分
か
っ

て
お
ら
ず 、

出
費
の
多
さ
に
対
し
て 、
特
別
な
女
性
へ
の
仕
送
り
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か 、
と
す
る
宮
井一
郎
氏
の
推
測
な
ど
も
出
さ
れ
て
い
る 。
ど

（
紅
13
)

ち
ら
に
し
て
も 、
漱
石
は
周
辺
と
の
比
較
の
上
で
は
か
な
り
の
高
額
所
得
者

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

本
人
自
身
は
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る 。

従
っ

て 、

結
婚
を
し
た
い

こ
と
を
洩
ら
し
な
が
ら
も 、

明
治
二
十
八
年
十一
月
十
四
日
の
子
規
宛
搭
商

．
で
は 、

「
三
々
九
度
の
方
は
や
め
に
す
る
か
も
知
れ
ず
如
何
と
な
れ
ば
先
づ

金
の
金
主
か
ら
探
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
な」
と
魯
き
送
っ

て
い
る
の
で
あ
る 。

し
か
し 、
漱
石
の
結
婚
に
つ
い
て
は
同
年
十
二
月
に
は
中
根
鋭
と
の
婚
約
が

成
立
し 、
翌
二
十
九
年 、
第
五
高
等
学
校
へ
の
転
任
直
後 、

熊
本
の
地
で
結

婚
す
る
こ
と
に
な
る 。

註
10

註
11

註
9

註
8

註
6

註
7 ‘

註
5

註
4

註
3•

 
註
ー

註
2

参
照

漱
石
密
簡 、

明
治
二
十
六
年
八
月
十
五
日
立
花
銑
三
郎
宛
参
照

同
右

こ
れ
ら
の
就
職
迎
動
に
つ
い
て
は 、

大
正
四
年
三
月
二
十
二
日 、

学
習
院
で
行
な
っ
た
講
演
「
私
の
侶
人
主
義」
の
中
で
回
想
し
て

い
る。

漱
石
が
エ
リ
ー
ト

の
道
を
歩
む
に
到
っ
た
事
情 、

決
意
そ
の
他
に

つ
い
て
は
拙
稿
「
夏
目
漱
石
の
経
済
感
党
（
そ
の
二）

ー＇
自
分

の
力
で
獲
得
す
る
も
の
—'

」
（
『
岡
大
国
文
論
稿
第
十
四
号
』

昭
61
.
3)
参
照

荒
正
人
『
漱
石
研
究
年
表
』
参
照

．

前
掲
才
神
時
雄
「
漱
石
の
月
偉
八
十
円
の
背
景」
参
照

明
治
二
十
八
年
四
月
十
二
日
清
水
彦
五
郎
宛

拙
稿
「
夏
目
漱
石
の
経
済
感
笈
（
そ
の
一
)

|｀
他
者
へ
の
経
済

援
助
ー

」
（
『
岡
大
国
文
論
稿
第
十
三
号
』
昭
60
.
3)

前
掲
荒
正
人
『
漱
石
研
究
年
表
』
吉
田
美
里
「
夏
目
先
生
を
憶
ふ」

同
右
荒
正
人
『
漱
石
研
究
年
表
』
参
照

漱
石
が
東
京
以
外
の
地
方
を
田
舎
と
見
な
し 、
こ
と
に
松
山
に
対

し
て
は 、
「
結
婚 、
放
蒻 、

茄
習
三
の
者
其一
を
択
む
に
あ
ら
ざ

れ
ば
大
抵
の
人
は
田
舎
に
辛
防
は
出
来
ぬ
」
（
明
28
.
5
.

28
子

印

規
宛）
と
か 、
「
田
舎
に
く
す
ぼ
り
（
中
略）
一
向
さ
へ
た
る
事

も
無
之」
（
明
28
.
7
.

26
斎
藤
阿
具
宛）
と 、
こ
と
あ
る
と
と
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註
13

註
12

に
田
舎、
田
舎
と
呼
び、
＾
田
舎
V
と
い
う
言
葉
に
浪
祝
の
意
を

込
め
て
い
る
こ
と
は、
そ
の
書
簡
に
敗
兄
す
る
表
現
か
ら
う
か
が

わ
れ
る。

鍋
子
夫
人
の
回
想
記
『
漱
石
の
思
い
出
』
に
は、

聞
い
た
話
し
と

し
て
松
山
で
の
漱
石
と
子
規
と
の
関
係
が
「
夏
目
が
月
給
を
と
っ

て
く
る
と、

時
々
小
逍
い
を
や
ら
う
な
ど
と
い
っ
て
子
規
さ
ん
に

金
を
や
っ
て
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る。
ま

た、

飴
本
丑
之
介
氏
は
「
漱
石
先
生
と
松
山」
（
『
漱
石
全
集
月

報
』
昭
和
十

ニヰ
四
月
第
六
号）
の
中
で、
「
子
規
が
寄
寓
中
の

お
小
逍
は
殆
ど
漱
石
先
生
の
嵌
中
か
ら
出
て
ゐ
た
も
の
ら
し
い。」

と
し、

柳
原
極
堂
の
語
っ
た
こ
と
と
し
て、

「
子
規
の
枕
元
に
四

い
で
あ
っ
た
丸
火
鉢
の
下
へ
黙
っ
て
十
円
紙
幣
を
敷
い
て、
そ
れ

か
ら
二
階
へ
上
る
の
を
目
撃
し
た」
と
い
う
事
実
を
伝
え
て
い
る。

荒
正
人
氏
の
『
漱
石
研
究
年
表
』
に
よ
れ
ば、

松
山
中
学
校
の
同

僚
た
ら
の
俸
給
は
前
述
の
校
長、

横
地
以
外
で
は
英
語
教
師
西
川

忠
太
郎
四
十
円、

数
学
教
師
渡
辺
政
和
三
十
五
円、
英
話
助
教
諭

弘
中
又―
二
十
円、

体
操
助
教
諭
浜
本
利
三
郎
十
二
円
で
あ
る。

（
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
講
師）

金
沢
大
学
語
学
文
学
研
究

応
2

金
沢
大
学
文
学
部
論
集
（
金
沢
大
学）

花
菜
（
花
菜
発
行
所）

3

岐
阜
女
子
大
学
紀
要

第
十
五
号

教
育
学
部
紀
要
（
福
島
大
学）

金
城
国
文
（
金
城
学
院
大
学）

近
代
文
学
研
究
（
上
智
大
学）

近
代
文
学
論
集
（
九
州
大
学）

芸
術
論
集
（
大
阪
芸
大）

第
十一
号

第
三
十
九
号

第
六
十
二
号

第
四
簗

第
六
号

第
十
五
号

活
水
日
文
（
活
水
女
子
短
期
大
学）

活
水
論
文
集

第
二
十
九
渠

金
沢
大
学
教
茫
部
論
集

人
文
科
学
編

第
十
二
号 ノ

ー

4
 
2

 

ノ

2

3

 

2
 

第
十
三
号

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
（
二
）

伊
勢
歌
鍔
伎
賓
料
潤
査
報
（
伊
勢
文
化
会
議
所）

愛
媛
国
文
と
教
育
（
愛
媛
大
学）

第
十
七
号

大
阪
育
山
短
大
国
文
．
第
二
号

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集

第
二
十
三
号

大
谷
女
子
大
国
文

第
十
六
号

大
要
国
文
（
大
衷
女
子
大
学）

第
十
七
号

大
妾
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

第
十
八
号

学
大
国
文
（
大
阪
教
育
大
学）

第
二
十
九
号

第
十
四
号

3
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